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薄切作業

採取された組織や細胞を診断中

研
究
検
査
科
部
長
の
岸
宏
久
で
す
。
私
は
当
院
で

病
理
診
断
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
フ
ジ
テ
レ

ビ
で
放
映
さ
れ
た
フ
ラ
ジ
ャ
イ
ル
と
い
う
ド
ラ
マ
を

ご
存
じ
で
す
か
？
　
普
段
は
患
者
様
に
直
接
触
れ
あ

う
機
会
が
な
い
の
で
、
多
く
の
方
々
は
「
病
理
」
と

い
う
言
葉
に
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
こ
の
ド
ラ
マ
は
長
瀬
智
也
さ
ん
や
武
井
咲
さ
ん

が
扮
す
る
病
理
医
が
主
役
で
す
。
普
段
の
病
理
医
の

仕
事
が
よ
く
描
か
れ
て
い
て
、
ド
ラ
マ
を
通
じ
て
病

理
の
こ
と
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
た
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
病
理
と
は
何
を
し
て
い
る
部
門
な
の
か
？

と
い
う
こ
と
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

簡
単
に
い
え
ば
病
理
と
は
、
患
者
様
よ
り
採
取
さ

れ
た
組
織
や
細
胞
か
ら
病
気
の
診
断
を
す
る
部
署
で

す
。
病
理
の
仕
事
は
大
ま
か
に
①
組
織
診
、
②
細
胞

診
、
③
術
中
迅
速
診
断
、
④
病
理
解
剖
の
4
つ
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
こ
の
内
①
組

織
診
と
②
細
胞
診
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

①
組
織
診
と
し
て
分
か
り
易
い
例
を
示
し
説
明

し
ま
す
。
胃
カ
メ
ラ
や
大
腸
カ
メ
ラ
で
ポ
リ
ー
プ
な

ど
が
見
つ
か
っ
た
場
合
、
そ
の
一
部
を
採
取
し
て
悪

性
か
ど
う
か
を
調
べ
ま
す
。
採
取
自
体
は
消
化
器

内
科
医
や
外
科
医
な
ど
が
行
い
ま
す
が
、
採
取
さ
れ

た
サ
ン
プ
ル
は
ホ
ル
マ
リ
ン
が
入
っ
た
ビ
ン
に
入
れ

ら
れ
、
病
理
に
提
出
さ
れ
ま
す
。
病
理
で
は
こ
れ
を

パ
ラ
フ
ィ
ン
で
固
め
、
特
殊
な
カ
ッ
タ
ー
を
用
い
て

カ
ン
ナ
で
削
る
よ
う
に
組
織
を
薄
く
削
ぎ
、
こ
れ
を

ガ
ラ
ス
に
貼
り
付
け
ま
す
。
こ
の
作
業
は
熟
練
を
要

し
、
技
師
の
腕
に
標
本
の
出
来
映
え
が
か
か
っ
て
い

ま
す
。

貼
り
付
け
ら
れ
た
標
本
は
無
色
で
す
が
、
染
色
液

で
あ
る
ヘ
マ
ト
キ
シ
リ
ン
液
、
続
い
て
エ
オ
ジ
ン
液

に
漬
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
細
胞
の
核
が
青
色
、
細
胞

質
が
ピ
ン
ク
色
に
染
ま
り
、
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
標
本
が
完
成
す
れ

ば
こ
こ
か
ら
が
病
理
医
の
仕
事
で
す
。
顕
微
鏡
を
覗

き
な
が
ら
良
性
な
の
か
悪
性
な
の
か
、
腫
瘍
な
ら
ど

の
種
類
の
腫
瘍
な
の
か
を
判
定
し
ま
す
。

②
の
細
胞
診
は
組
織
診
よ
り
も
簡
便
に
採
取
で
き

る
サ
ン
プ
ル
が
対
象
で
す
。
例
え
ば
子
宮
癌
検
診
で

実
施
さ
れ
る
子
宮
擦
過
細
胞
診
や
尿
細
胞
診
な
ど
で

す
。
膀
胱
癌
が
存
在
す
る
と
癌
細
胞
が
尿
に
混
じ
る

こ
と
が
あ
る
た
め
、
尿
に
含
ま
れ
る
細
胞
を
調
べ
ま

す
。
提
出
さ
れ
た
尿
を
遠
心
器
に
か
け
て
細
胞
を
沈

降
さ
せ
、
そ
れ
を
ガ
ラ
ス
に
付
着
さ
せ
ま
す
。
こ
れ

を
組
織
診
で
行
っ
た
よ
う
に
染
色
し
、
顕
微
鏡
で
異

常
細
胞
の
有
無
を
調
べ
ま
す
。
細
胞
診
で
は
細
胞
検

査
士
と
い
う
資
格
を
も
っ
た
技
師
が
顕
微
鏡
を
覗
き

な
が
ら
判
定
し
て
い
ま
す
。

同
愛
記
念
病
院
で
は
常
勤
病
理
医
は
私
1
人
で
す

が
、
前
部
長
の
手
島
先
生
と
木
脇
先
生
に
非
常
勤
病

理
医
と
し
て
手
伝
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
に
細
胞
検
査
士
の
資
格
を
有
す
る
4
名
の
優
秀

な
臨
床
検
査
技
師
と
共
に
病
理
部
門
を
運
営
し
て
い

ま
す
。

病
理
の
仕
事
に
限
界
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
く
ら
勉

強
し
て
も
難
し
い
症
例
が
出
現
し
、
そ
れ
ら
に
挑
ん

で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
全
身
の
あ
ら
ゆ
る
臓
器

が
対
象
で
す
。
我
々
は
日
々
勉
強
し
こ
れ
か
ら
出
合

う
で
あ
ろ
う
症
例
に
備
え
ま
す
。
多
く
の
方
々
に
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
我
々
の
仕
事
で
す
が
、
毎

日
縁
の
下
か
ら
病
院
を
支
え
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

病
理
診
断
を
し
て
い
る
研
究
検
査
科
を
ご
存
じ
で
す
か
？

研
究
検
査
科
部
長 

岸
　
宏
久

スタッフ一同

大腸ポリープの標本

◀顕微鏡像

尿細胞診の標本

◀顕微鏡像



　リハビリテ－ションとお聞きになって、マッサ－ジなどを
想像される方も多いと思います。実は、患者様が病気
や外傷（骨折など）から日常生活に戻っていく治療過程
全体に、リハビリテ－ションは関わっているものです。
　例えば、骨・関節の病気や骨折・靱帯損傷などに対
して、整形外科では人工関節置換術や靭帯再建術、骨
折の固定術などの手術を行います。しかし、手術しただ
けでは関節可動域の拡大や筋力増強、歩行などの運動
が出来るようになるわけではありません。術後早期から
適切なリハビリテ－ションを行うことで、はじめて、正常な
生活やスポ－ツに復帰することが出来るようになるので
す。手術直後から、痛みのコントロールなどについては
担当の科とも協力をして、リハビリテーションを行い、早
期退院、早期社会復帰のお手伝いをします。
　また、リハビリテーションは退院すれば終わりというもの
ではなく、退院後のフォローアップも重要です。退院後、
自宅でも安心してリハビリテーションを続けられるように、
自宅で行えるリハビリテ－ションプログラムや注意事項を
患者様にお渡しします。もちろん整形外科の疾患だけで
なく、脳卒中、肺炎など内科的治療後や外科手術後な
どの筋力低下や可動域の減少などに対しても、リハビリ
テ－ションを行っています。

　ここでリハビリテーションを担当する専門職種について
ご説明させていただきます。主に体幹や下肢などの障害
に対し、関節の可動域訓練・筋力強化などの運動療法
や除痛目的の物理療法を行い、歩行などの運動能力の
改善をお手伝いするのが理学療法士（PT）です。
　一方、肩から肘さらに手指までを含む上肢は、より繊
細な動きが要求され、日常生活を行う上で非常に重要で
す。このような応用動作の獲得を、作業を通じてお手伝
いするのが作業療法士（OT）です。必要に応じて病状
に合った装具も作製（装具療法）します。
　もちろん、症状に応じて理学療法士（PT）、作業療法
士（OT）が同時にリハビリテ－ションを行っていく場合も
あります。
　最近は、社会保障制度の変化に伴い、医療の効率
化、早期退院の励行などが強く求められております。こ
のため、以前のように、ゆっくり入院でリハビリテーション
をやってから退院するという治療は難しくなっております。
　一方、高齢化社会が進み、リハビリテ－ションへの期
待も益々高まっております。リハビリテーションは患者様
を中心に、ご家族とリハビリスタッフが協力しあって進め
ていかねばなりません。皆様の期待に沿えるよう、努力
を続けていきたいと思っております。
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同 愛 記 念 病 院
〒130-8587 東京都墨田区横網2丁目1番11号
TEL. 03-3625-6381（代）　FAX. 03-5608-3211

JR総武線 両国駅（西口）から徒歩7分
都営地下鉄浅草線 蔵前駅から徒歩10分
都営地下鉄大江戸線 両国駅から徒歩5分
●都営バス　（錦糸町〜大塚駅）石原1丁目停留所から徒歩3分

■交通案内

● 次回は2016年9月（第38号）発行予定になります。

同愛記念病院は地域の要請をふまえ地区の基幹病院として親切で適切な医療を提供し社会に貢献します。同愛記念病院の理念

　�循環器内科、血液内科、糖尿病・代謝内科、腎臓内科、消化器内科、神経内科、
一般内科、神経科・精神科、アレルギー呼吸器科、小児科、外科、整形外科、形成外科、
皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、リハビリテーション科、放射線科、麻酔科

〈診療科目のご案内〉

〈病床数〉403床

当院では外来予約制です。
初診/（月〜金）午前8時30分〜正午（紹介状のある方は午後3時）
　　  （土）　   午前8時30分〜午前11時
再診/ご予約のない方：自動再来受付機にて午前8時〜正午
　　  次回のご予約は診察後にお申し込みください。
休診日/日曜日、祝日、年末年始（12月29日〜1月3日）

リハビリテーション科のご紹介 リハビリテーション科
医長　長谷川清一郎

OTスタッフと長谷川医師（写真右） PTスタッフ


